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奥田喜久男の 心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。上

269人目

奥田　最初に、三保さんが2015年に出版された『広

島モーターサイクルレース全史』についてうかがい

ます。A4判ハードカバーで全206ページ。堂々た

る1冊です。

三保　大正時代から2014年まで、広島県で開催さ

れたオートバイレース史を中心にまとめました。当

時の写真や資料、レースに出場された方へのイン

タビューなどを網羅しています。

奥田　三保さんご自身もオートバイに乗っておら

れたのですか。

三保　はい。モトクロスをやっていて、17台のバ

イクを乗り継いで20年間アマチュアレースに参戦

していました。レースを通じて親しくなった仲間も

たくさんいて、年4回レースイベントも開催してい

ました。

奥田　本をつくられることになったきっかけは？

三保　レース仲間から「これまでのレースの記録

をまとめてくれないか」と、依頼がありまして。

奥田　制作する上で、何か伝手とかお持ちだった

んですか。

取材・執筆からレイアウト
すべて手掛けた206ページの本

三保家で二番目に大切な
チワワのハレくん

　一番大切な娘さんとのツーショット。
奥様が「ハレくん、父さんは？」と尋ねる
と、すぐさま三保さんに駆け寄るのだそ
う。「父さんは身体は動かず声も機械っぽ
いけど、自分のことを愛してくれている、
と思っているようです」と、三保さん。

　　 

みほ歯科医院　元院長
日本ALS協会広島県支部長

三保浩一郎
Koichiro Miho

第3種郵便物認可2020.10 .  26  MON　vol.1847Weekly BCN18 Interview

【広島⇔東京発】新型コロナウイルスによ
る感染拡大は、仕事や生活にさまざまな
変化をもたらした。『千人回峰』も然り。本
連載も初のオンライン取材となった。「人
とはなんぞや」を千の人に会うことで探求
している千人回峰は、対面インタビューを
基本としてきた。いざ顔を突き合わせて
向かい合うと、初対面は当然のこと、既
知の相手であっても相当な緊張感が湧い
て出る。そこから生まれる“気”のような
ぶつかりから「人」が現れ「解」が生まれ
るのだが、果たして今回は――。
 （本紙主幹・奥田喜久男）

本の制作に全力を尽くすことで
病気を忘れられた



株式会社 BCN

「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいます

ものを売る人がいます

ものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っています

http ://www.bcn . co. jp/

使う人
売る人

つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

三保　いえ。特にはありませんでした。どうやって

切り崩そうかと思案の結果、学生時代からお世話

になっていて、オートバイレースの師匠でもあるバ

イクショップ数軒に取材をさせていただくことから

始めました。

奥田　その後はどう進められたのでしょう。

三保　ショップの方から取材すべき人を紹介して

もらいました。で、また次の取材先で紹介してもら

ってを繰り返しました。そうして全体のアウトライ

ンを描きつつ、それに沿って肉付けのための取材

と資料集めに奔走しました。友人の伝手や協力を

得ながら、執筆と同時進行でした。

奥田　本の構成を決める、取材に行く、原稿を書く、

資料を集める。三保さんがすべてを担当されたわ

けですね。それは大変だ。

三保　大変なこともありましたが、取材を進めるう

ちにどんどん深みにはまって、途中からは「これは

ワシにしか書けん！」と思うようになりました（笑）。

奥田　最も苦労された点はどこですか。

三保　原稿ができあがって資料も揃ったところで、

自費出版を請け負ってくれる出版社を探しました。

ようやく見つかったのですが、担当の方にオートバ

イレースの経験がなくて、編集やレイアウト作業

が非常に難航しましたね。

奥田　レース経験があるとないでは、やはり違い

ますか。

三保　そうですね。せっかく提供していただいた

資料も、その重要性をなかなか理解してもらえませ

んでした。なので、私が1ページごとのレイアウト

をメールやSNSで細かく指示を出し、最終的に確

認するという形で仕上げました。編集者の方には

大きな負担をおかけしました。

奥田　完成までにどのくらいの時間を費やされた

のでしょうか。

三保　3年くらいですね。

2020.7月～8月／オンラインにて取材

構成・執筆／浅井美江
text by Mie Asai

写真提供／三保浩一郎さん・文子さん
photo by Koichiro Miho,Fumiko Miho

奥田　最も工夫された点はどこでしょう。

三保　巻末資料として掲載した各レースのリザル

ト（結果）です。述べ1万8000人の方を掲載してい

ます。記録の残っている分すべて掲載することに

より、勝者だけが注目されがちな競技の参加者全

員に、スポットライトを当てるように努めました。

奥田　参加者全員にスポットライトを当てるとは、

どういう意味ですか。

三保　僕がアマチュアで大した成績を残せなかっ

たのもありますが、レース中は全員が渾身の力で

走っているんです。レースは一人では出来ないで

すよね。最下位の人がいるから一位の人もいるこ

とをみんなに知ってもらいたいのです。

奥田　自慢したい点は？

三保　編集者さんからの提案で、自費出版本のコ

ンクールに応募して賞をいただきました。

奥田　何というコンクールですか。

三保　NPO法人日本自費出版ネットワークが主

宰している「日本自費出版文化賞」です。私が受

賞したのは第19回の開催。応募総数512点の中か

ら入選しました。現在も広島県立図書館など、公

立図書館のモータースポーツのコーナーに蔵書さ

れています。

奥田　制作した甲斐がありましたね。ところで、

三保さんが筋萎縮性側索硬化症（ALS）を発症さ

れたのはいつのことでしたか。

三保　2010年です。43歳の時でした。

奥田　ということは、『広島モーターサイクルレー

ス全史』は、ALSを発症されてからの取り組みで

すよね。

三保　そうです。実はALSであることを仲間に告

　1967年6月15日東京生まれ・広島育ち。広島学院高等学校、広島大学
歯学部卒業。2002年広島市南区で「みほ歯科医院」を開院。広島市歯科医師会員。
モーターサイクルレース史研究家。2010年、43歳で筋萎縮性側索硬化症（ALS）
を発症。14年から日本ALS協会広島県支部長を務める。15年、広島県を中心に大
正時代からのバイクレースの軌跡をまとめた『広島モーターサイクルレース全史』を
出版。無類のオートバイ好き・レース好き。筋金入りの広島カープファンでもある。

げた翌週に、本の制作を依頼されたんです。定例

の会合で「三保に頼みがある」と切り出されて。

奥田　……よく引き受けられましたね。

三保　もともと歴史好きでとりわけ郷土史に興味

があったんです。お話ししたようにレースも大好き

でしたから、躊躇はありませんでした。ただ、当時

は病状の進行期と重なったこともあって、「この本

は自分の人生の総決算だ」として取り組んでいた

ところもありました。

奥田　貴書を拝読した時、「これは偉業だ」と思っ

たんです。人は覚悟して努力すると「ここまでの力

が出せるのだ」と感動しました。実は、今回の取材

の動機はこの1冊が持つ価値に心を動かされたこと

にあります。

三保　そうでしたか。ありがとうございます。ただ、

取り組み始めた時は確かにそう考えていたのです

が、その後、少し思いが変わりまして。

奥田　どういうことでしょう。

三保　本の制作を進めている途中、2016年に人工

呼吸器を装着したんですが、これが思いのほか快

適で。いろいろなことが楽しめるようにもなったん

です。なので『広島モーターサイクルレース全史』

は力を注いだ1冊には違いないけれど、過去の仕

事の一部となりました。

奥田　人生の総決算という位置づけではなくて。

三保　はい。仕事という面から見ると今のほうが

より多く社会的な仕事に関わることができています

し。ただ、病状が進む中、取材や執筆に熱中した

ことはとてもよかったと思っています。そちらに全

力を傾けることでALSであることを忘れられたよう

な気もしますから。 （つづく）

ALS発症後に取り組んだ
本の制作

『広島モーターサイクルレース全史』

　20世紀初頭から2014年まで西日本で開催された
レース史を中心に、出場者へのインタビューなど全10
章で構成。オートレースからロードレース、モトクロ
スなど多岐に渡るレースを三保さんの視点で詳細に解
説。広島のみならず国内のモーターサイクルレースに
ついても貴重な写真や資料なども豊富に収録されてお
り、発売当時、各オートバイ誌や二輪関連の協会など
で一斉に取り上げられた。なお、本書の原稿はすべて
三保さんが視線入力装置を使って入力した。
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